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購読ご希望の方はお気軽にお電話下さい

大
干
ば
つ
が
起
こ
る
ま
で

は
、
穀
物
自
給
率
93
％
、

人
口
の
８
割
は
農
民
で

あ
っ
た
。

79
年
末
の
旧
ソ
ビ
エ
ト

軍
の
侵
略
に
よ
る
戦
争
、

２
０
０
１
年
の
９
・
11
テ

ロ
事
件
へ
の
欧
米
軍
に
よ

る
報
復
戦
争
。
戦
乱
と
干

ば
つ
の
続
く
な
か
で
、
中

村
さ
ん
と
現
地
ス
タ
ッ
フ

は
、「
緑
の
大
地
計
画
」

を
実
施
し
、
１
６
０
０
本

の
井
戸
を
掘
り
、
さ
ら
に

27
キ
ロ
に
も
及
ぶ
農
業
用

水
路
を
建
設
し
た
。
福
岡

市
と
同
等
の
面
積
で
あ
る

１
万
６
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
も

の
砂
漠
が
緑
の
大
地
に
甦

り
、
60
万
人
以
上
の
命
が

支
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
飢
え
や
渇
き
は
、
医

療
で
は
治
せ
な
い
。
１
０

０
人
の
医
者
よ
り
１
本
の

用
水
路
を
！
」

　
「
耕
す
農
地
と
食
べ
る

も
の
が
あ
れ
ば
、
誰
も
戦

争
に
は
行
か
な
い
」

　

武
器
を
つ
る
は
し
に
持

ち
替
え
、
自
分
た
ち
の
力

で
用
水
路
を
掘
り
、
緑
の

大
地
で
鍬
を
握
り
、
豊
作

を
喜
ぶ
現
地
の
人
び
と
の

姿
か
ら
、「
平
和
と
は
何

か
？
」「
幸
せ
と
は
何
か
？
」

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　

生
ま
れ
た
場
所
に
よ
っ

て
命
に
不
平
等
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
無
医
村
で
の

医
療
活
動
か
ら
始
ま
り
、

用
水
路
建
設
に
至
る
ま
で

の
中
村
さ
ん
の
活
動
を
振

り
返
り
、
謹
ん
で
追
悼
の

意
を
表
し
上
映
会
を
開
催

す
る
。
中
村
さ
ん
の
活
動

を
１
人
で
も
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
事
業

の
継
続
を
応
援
し
た
い
の

で
、
参
加
費
の
設
定
は
な

く
、
募
金
は
全
て
支
援
団

体
で
あ
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
へ
届
け
る
。

　

上
映
作
品
は
、
中
村
さ

ん
が
ど
う
し
て
も
残
し
て

お
き
た
い
と
熱
意
と
時
間

を
か
け
て
制
作
し
た
「
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
水
路
が
運

ぶ
恵
み
と
平
和
（
技
術

編
）」
他
。

　

上
映
後
は
、
生
前
中
村

さ
ん
と
交
流
が
あ
っ
た
千

田
悦
子
さ
ん
（
難
民
支
援

を
し
て
い
た
元
国
連
難
民

高
等
弁
務
官
事
務
所
職

員
）
に
現
地
の
様
子
や
、

中
村
さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ

く
予
定
を
し
て
い
る
。

　　　　　　　　　毎週木曜日19:00～19:30
　　　　　　視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

東大阪新聞チャンネル
好評放

映中 ２
月

６日  ゲスト ： 高満洋徳さん「ガレージ・ミナ
トの秘密」
 （キャスター ： 小川秀人遊軍記者）

13日  ゲスト ： 松見昇さん、宮本優さん「カウ
ンセリング眼鏡の魅力」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

20日  話題の本「ファクトフルネス」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

27日  ゲスト ： 桜井弘次さん「70歳、定年か現
役か」
 （キャスター ： 石河亮平編集委員）

草場寛子社長 （左） と西野昌克教授

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

東大阪市議会議員中西のぶひろ

～ 新春の集い ～
300人以上が集う

近
畿
大
学
文
芸
学
部
が
主
催

開催

日時／ 2月16日（日）午後2時半～ 5時半
開場／秀明神崎研修センター
　　　大阪市淀川区新高6－15－7
　　　阪急神戸線「神崎川駅」下車徒歩3分
席数／約250席
主催／オーガニック映画祭 in 大阪
協力／ペシャワール会
申し込み・問い合わせ / osaka.yuki.eiga@gmail.com

寄
稿

西島大輔さん （左） と
中農康久会長

「洗浄小町」のパンフレット

株
式
会
社
中
農
製
作
所

会長　中農康久
社長　西島大輔
東大阪市新町21－26
TEL 072－981－0969（代表）

株式会社 中農製作所
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た
ま
ら
ん
の
は
預
貯
金
で
、
た
ま
る

の
が
仕
事
や
ス
ト
レ
ス
。
漢
字
で
書
け

ば
金
が
「
貯
ま
ら
ん
」、
仕
事
は
「
溜
ま

る
」だ
。「
も
う
い
い
加
減
に
し
ろ
！
」と
、

我
慢
の
限
界
の
「
た
ま
ら
ん
」（
堪
ら
ん
）

も
あ
る
が
、
い
い
意
味
の
「
た
ま
ら
ん
」

も
あ
る
。

　

東
電
福
島
原
発
の
放
射
能
汚
染
水
を
浄
化
し
た

後
の
処
理
水
が
敷
地
内
の
タ
ン
ク
に
溜
ま
り
続
け

て
い
る
。
こ
の
処
分
方
法
に
つ
い
て
、
経
産
省
は

国
連
科
学
委
員
会
の
評
価
モ
デ
ル

で
算
出
し
た
明
確
な
数
値
に
基
づ

き
「
水
蒸
気
放
出
」
や
「
海
洋
放
出
」
な
ど
を
長
々

と
検
討
し
て
い
る
。

　

処
理
水
に
残
る
ト
リ
チ
ウ
ム
は
、
放
射
線
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
弱
く
、
自
然
界
に
も
あ
り
体
内
に
入

っ
て
も
速
や
か
に
排
出
さ
れ
る
の
で
、
海
洋
放
棄

を
過
度
に
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
国
民

も
安
心
で
き
る
科
学
的
デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
決
断
す

れ
ば
よ
い
だ
け
だ
が
。　

　

韓
国
の
原
発
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
を
大
量
に
日
本

海
に
流
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
福
島
の
太

平
洋
放
出
に
つ
い
て
、
国
際
会
議
の
場
な
ど
で
風

評
被
害
を
あ
お
る
か
の
ご
と
き
言
辞
を
繰
り
返

す
。
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
は
韓
国
独
自
の
選
手
村
に
食
材
を
持
ち
こ

み
食
事
を
提
供
す
る
と
い
う
。「
放
射
能
五
輪
」

だ
と
貶
め
る
、
い
い
加
減
に
し
て
は
と
言
い
た
く

な
る
。
日
本
産
水
産
物
の
輸
入
規
制
措
置
を
１
月

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
撤
廃
し
た
。
韓
国
や
中
国
な
ど

は
続
け
て
い
る
。
相
次
ぐ
「
い
ち
ゃ
も
ん
」
発
言

は
堪
ら
ん
が
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る

だ
け
だ
か
ら
馬
耳
東
風
に
。

　
「
お
鏡
餅
奉
納
」
の
返
礼
は
、
毎
年
切
り
餅
で

あ
っ
た
が
、
今
年
は
福
島
県
「
そ
う
ま
生
ま
れ
の

プ
レ
ミ
ア
ム
大
粒
米
・
令
和
元
年
産
」
の
小
袋
だ

っ
た
。「
放
射
性
物
質
検
査
済
み
の
安
全
な
お
米

で
す
」
と
表
示
さ
れ
、
玄
米
の
検
査
結
果
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
る
。

　

食
品
に
対
す
る
原
発
事
故
の
風
評
は
収
ま
っ

た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
日
本
の
コ
メ
な
ど
の
農
水

産
物
の
う
ま
さ
は
た
ま
ら
な
い
。

晴耕雨読

た
ま
ら
ん
話

　

中
農
康
久
会
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
に
、

お
世
辞
抜
き
で
「
と
て
も
町
工
場
と
は
思
え
ま

せ
ん
ね
」
と
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、「
い
や
い

や
立
派
な
町
工
場
で
す
よ
」
と
の
ご
返
答
だ
っ

た
。

（
小
川
秀
人
）

　

世
間
の
大
企
業
が
イ

コ
ー
ル
一
流
企
業
と
は

限
ら
な
い
。
株
式
会
社

中
農
製
作
所
は
社
員
数

70
人
な
が
ら
、
そ
の
企

業
マ
イ
ン
ド
・
技
術
能

力
・
コ
ス
ト
能
力
・
品

質
保
証
能
力
・
人
財
育

成
能
力
の
総
合
力
、
バ

ラ
ン
ス
に
お
い
て
既
に

一
流
の
域
に
あ
る
企
業

だ
。

　

会
長
の
中
農
康
久
さ

ん
（
72
）
と
社
長
の
西

島
大
輔
さ
ん
（
40
）
は

息
が
ぴ
っ
た
り
合
っ
て

い
る
。

　

創
業
は
１
９
４
９
年

８
月
、
初
代
の
中
農
茂

さ
ん
が
ミ
シ
ン
部
品
製

造
の
丸
中
製
作
所
を
興

し
、
１
９
５
７
年
４
月

に
株
式
会
社
中
農
製

作
所
を
設
立
し
た
。

１
９
８
９
年
５
月
、

中
農
康
久
さ
ん
が
２

代
目
社
長
に
就
任
。

　

昨
年
70
周
年
を
迎

え
た
老
舗
企
業
だ

が
、
ト
ッ
プ
人
事
か

ら
生
産
・
コ
ス
ト
適

応
能
力
、
海
外
展
開

等
々
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
高
さ
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
る
。

　

中
農
さ
ん
の
先
見
性

と
ク
ー
ル
さ
を
顕
著
に

表
し
て
い
る
の
が
社
長

人
事
だ
ろ
う
。
新
卒
18

歳
で
入
社
し
た
西
島
さ

ん
は
26
歳
の
折
、
営
業

部
長
の
職
に
あ
っ
た
。

西
島
さ
ん
の
攻
め
の
資

質
と
人
間
性
を
見
込
ん

だ
中
農
さ
ん
は
西
島
さ

ん
に
「
10
年
後
に
は
社

長
に
な
っ
て
欲
し
い
」

と
告
げ
た
。
西
島
さ
ん

は
突
然
の
話
に
驚
い
た

が
沈
思
黙
考
、「
や
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
回
答
。
２
０
１
３
年

５
月
に
３
代
目
社

長
就
任
、
同
時
に

中
農
さ
ん
は
会
長

に
就
任
し
た
。

　

社
長
就
任
ま
で

の
10
年
間
は
互
い

の
切
磋
琢
磨
で
あ

り
、
互
い
を
育
て

る
時
間
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
攻
め
と

守
り
の
両
面
に
長

け
た
経
営
者
を
得

る
の
は
至
難
の
業

で
あ
り
、
得
て
し

て
身
内
で
周
り
を

固
め
る
企
業
が
多

い
こ
と
も
現
実

だ
。
守
り
の
経
営

者
と
し
て
は
財
務

責
任
者
の
中
農
健

太
取
締
役
を
選
任

し
て
、
ツ
ー
ト
ッ

プ
に
よ
る
未
来
戦

略
を
力
強
く
推
進

し
て
い
く
形
と
し

た
。

　

製
造
品
目
は
油
空
圧

機
器
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
工

作
機
械
・
自
動
車
・
半

導
体
関
連
・
イ
ン
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
周
辺
機
器

等
々
の
パ
ー
ツ
が
主
で

あ
り
、
毎
月
１
０
０
０

種
類
の
パ
ー
ツ
を
20
業

種
超
の
客
先
か
ら
幅
広

く
受
注
し
て
い
る
。
ま

た「
必
要
は
発
明
の
母
」

の
ご
と
く
、
自
社
工
場

で
部
品
洗
浄
に
困
っ
て

い
る
問
題
解
決
に
パ
ー

ツ
メ
ー
カ
ー
な
ら
で
は

の
総
合
力
で
、
す
こ
ぶ

る
使
い
勝
手
の
よ
い
洗

浄
機
「
洗
浄
小
町
」
を

作
り
上
げ
た
。
生
産
設

備
の
狭
小
ス
ペ
ー
ス
に

も
イ
ン
ラ
イ
ン
設
置
で

き
る
、
コ
ン
パ
ク
ト
設

計
の
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
商

品
だ
。
当
初
は
社
内
用

だ
っ
た
が
、
２
０
１
６

年
よ
り
外
販
を
開
始
し

て
い
る
（
販
売
価
格
：

４
０
０
万
円
）。

　

海
外
戦
略
は
ベ
ト
ナ

ム
中
心
で
あ
り
、
２
０

１
４
年
６
月
に
駐
在
員

事
務
所
開
設
、
２
０
１

７
年
９
月
に
現
地
法
人

NAKANO PRECISION 
CO.,LTD 

を
設
立
し

た
。

　

２
０
０
４
年
か
ら
ベ

ト
ナ
ム
人
研
修
生
を
受

け
入
れ
て
お
り
、
現
在

は
全
社
員
70
人
の
う
ち

30
人
を
ベ
ト
ナ
ム
人
が

占
め
る
。
30
人
の
う
ち

23
人
を
正
社
員
（
技
術

職
）
と
し
て
採
用
、
７

人
が
研
修
生
の
身
分
だ

と
い
う
。
国
民
性
も
穏

や
か
で
勤
勉
で
あ
り
、

貴
重
な
戦
力
に
な
っ
て

い
る
。

　

最
後
に
中
農
会
長
と

西
島
社
長
に
信
条
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
異
口
同

音
に
「
人
を
育
て
る
」。

ど
こ
ま
で
伸
び
て
行
く

の
か
計
り
知
れ
な
い
楽

し
み
な
町
工
場
だ
。

訪ねて
を

7

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：h
ttp
://w

w
w
.y
a
o
k
y
o
.n
e
t/

☎（
０
７
２
）９
９
９―

１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥200）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～白メリヤスウエス～ 　     （１Ｋｇ￥500）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害ワークセンター w i l l
〒 577－0023　東大阪市荒本1－４－32
ＴＥＬ：06－6789－6171
ＦＡＸ：06－6789－6172

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト

攻めと守りのツートップ未来戦略

八
尾
市
太
田
３
丁
目
２
１
７―

11

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
４
９―

３
１
２
５

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

電
気
主
任
技
術
者
電
験
３
種
取
得
者

募　集

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社 監　　修　（一社）災害避難研究所

企画開発　大興産業株式会社
製　　造　マツモラ産業株式会社
T　E　L　072-925-3450

津波緊急時高台避難鎖階段
逃げるんだ・登るんだ

簡単に設置できる、避難はしごの決定版

医師 中村哲さん
追悼上映会
オーガニック映画祭代表 坂東 武子

　

昨
年
12
月
４
日
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
30
年

以
上
支
援
を
続
け
て
い

た
中
村
哲
さ
ん
（
写

真
）
が
、
仲
間
５
人
と

共
に
何
者
か
に
殺
害
さ

れ
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は

本
来
豊
か
な
農
業
国
で

あ
り
、
２
０
０
０
年
に

　

日
本
は
世
界
に
冠
た
る
モ
ノ
づ
く
り
の
国
だ
。
全
国
各
地
に
モ
ノ

づ
く
り
の
拠
点
が
あ
る
が
、
中
で
も
新
潟
県
燕
三
条
、
東
京
都
大
田
区

そ
し
て
東
大
阪
市
が
つ
と
に
有
名
だ
。
昨
年
12
月
21
日
、
近
畿
大
学
Ｅ

キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
館
（
東
大
阪
市
小
若
江
３
）
で
、
近
畿
大
学
文
芸
学
部

文
化
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
西
野
昌
克
教
授
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
燕
三
条
・

大
田
区
・
東
大
阪
３
大
拠
点
の
「
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
た
。
本
邦
初
の
試
み
だ
。

　

３
地
区
の
代
表
者
が
ゲ

ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て

招
か
れ
、各
地
区
の
現
況
・

未
来
を
語
っ
た
。

■
燕
三
条（
山
田
立
さ
ん
）

　

鎚
起
銅
器
で
著
名
な
玉

川
堂
の
番
頭
。
か
つ
て
ナ

イ
フ
・
フ
ォ
ー
ク
等
の
洋

食
器
で
繁
栄
し
た
が
、
後

進
国
の
追
い
上
げ
も
あ
り

廃
業
・
業
態
転
換
等
の
苦

し
い
時
期
を
乗
り
越
え
て

現
在
に
至
る
。

　

玉
川
堂
の
み
な
ら
ず
地

域
全
体
４
０
０
社
の
価
値

向
上
を
考
え
て
活
動
し
て

い
る
。

　
「
燕
三
条
は
工
場
で
人

を
つ
な
げ
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
今
年
10
月
１
日
〜
４

日
の
４
日
間
「
燕
三
条
・

工
場
の
祭
典
」
を
開
催
す

る
。

■
大
田
区（
岡
村
祐
さ
ん
）

　

首
都
大
学
東
京
都
市
環

境
学
部
准
教
授
。
大
田
区

内
（
武
蔵
新
田
・
下
丸
子
・

六
郷
・
臨
海
部
・
島
部
）

の
町
工
場
は
、
か
つ
て
の

１
万
社
が
３
千
社
に
激
減

し
て
い
る
。

　
「
お
お
た
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
は
２
０

１
１
年
に
始
ま
り
、
今
年

は
第
10
回
を
迎
え
る
。
子

ど
も
達
に
人
気
の
「
写
真

入
り
職
人
カ
ー
ド
」
の
発

行
や
、
地
元
専
門
学
校
・

商
店
街
と
の
連
携
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

■
東
大
阪
（
草
場
寛
子
さ

ん
）　

株
式
会
社
成
光
Ｓ

Ｃ
Ｍ
代
表
取
締
役
。
２
０

１
８
年
10
月
「
第
１
回

こ
ー
ば
へ
行
こ
う
」
を
自

社
工
場
敷
地
内
で
開
催
。

人
気
が
薄
い
先
入
観
が

あ
っ
た
工
場
に
７
３
０
人

超
の
見
学
者
を
迎
え
、
目

か
ら
鱗
が
落
ち
る
思
い

だ
っ
た
。
昨
年
９
月
に
町

工
場
６
社
の
参
加
を
得

て
、
布
施
商
店
街
で
「
第

２
回
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
」
を
開
催
し
、
多
く

の
来
場
者
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
年
は
更
に

ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
て
濃

い
内
容
を
目
指
し
た
い
。

　

当
日
会
場
に
は
野
田
義

和
東
大
阪
市
長
、
河
内
俊

之
経
済
部
部
長
を
は
じ
め

と
し
た
行
政
関
係
者
、
モ

ノ
づ
く
り
関
係
者
、
西
野

教
授
の
教
え
子
や
市
民
が

大
勢
つ
め
か
け
て
、
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
話
を
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

（
小
川
秀
人
）

オープンファクトリー・サミットオープンファクトリー・サミット
本
邦
初

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

住　

所　

〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―
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千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
火
・
水
・
金　

午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日　

祝
・
日
・
水
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院

お礼を述べる
むねきよ皇一衆議院議員

誓いを立てる
中西のぶひろ市議

　
「
衆
議
院
議
員
む
ね
き

よ
皇
一
後
援
会
・
新
年
の

集
い
」
が
１
月
19
日
に

シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大

阪
（
大
阪
市
天
王
寺
区
上

本
町
６
）
で
開
か
れ
、
支

援
者
ら
１
２
０
０
人
以
上

が
集
い
祝
っ
た
。
細
田
博

之
衆
議
院
議
員
、
野
田
義

和
東
大
阪
市
長
、
山
下
浩

昭
大
阪
府
議
会
議
員
が
登

壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の

言
葉
を
述
べ
た
。

　

む
ね
き
よ
皇
一
衆
議
院

議
員
（
49
）
は
「
今
年
で

13
回
目
の
新
年
の
集
い
を

開
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
す
べ
て
皆
さ

ま
の
お
陰
で
す
。
令

和
が
素
晴
ら
し
い
御

代
に
な
る
よ
う
力
を

尽
く
し
ま
す
」
と
力

強
く
語
っ
た
。

　

時
代
に
即
し
た
新
し
い

試
み
と
し
て
、
む
ね
き
よ

議
員
は
活
動
報
告
を
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
で
流
し

始
め
た
。
現
在
、
友
だ
ち

募
集
中
だ
。

　
「
東
大
阪
市
議
会
議
員

中
西
の
ぶ
ひ
ろ
・
新
春
の

集
い
」
が
１
月
26
日
に

シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大

阪
（
大
阪
市
天
王
寺
区
上

本
町
６
）
で
開
か
れ
、
支

援
者
ら
３
０
０
人
以
上
が

集
っ
た
。
昨
年
行
わ
れ
た

東
大
阪
市
議
選
で
３
期
目

の
当
選
を
果
た
し
た
中
西

市
議
（
67
）。
維
新
の
風

が
吹
く
な
か
、
地
元
密
着

主
義
を
貫
き
踏
ん
張
っ

た
。
応
援
し
て
く
れ
た
仲

間
へ
の
お
礼
の
会
と
し

て
、
こ
の
日
、
新
春
の
集

い
を
開
い
た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
で
、
中
西

市
議
は
３
つ
の
誓
い
を
立

て
た
。

①
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

い
て
解
決
の
努
力
を
し
ま

す
。

　

②
ま
ち
づ
く
り
の
先
頭

に
立
ち
ま
す
。

　

③
議
会
の
中
で
し
っ
か

り
意
見
を
述
べ
ま
す
。

　

落
語
家
桂
文
福
さ
ん
や

オ
カ
ン
・
オ
ト
ン
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
ズ
が
会
場
を
盛

り
上
げ
た
。
中
西
市
議
自

ら
鮮
や
か
な
ブ
ル
ー
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
て
チ
ア
ダ
ン

ス
す
る
姿
は
、
ゆ
る
キ
ャ

ラ
の
よ
う
に
会
場
の
空
気

を
和
ま
せ
た
。

新
年
の
集
い
１
２
０
０
人
が
祝
う

衆
議
院
議
員
む
ね
き
よ
皇
一
後
援
会
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身
に
な
っ
て
意
見
を
皆
の

前
で
話
す
こ
と
な
ど
今
ま

で
な
か
っ
た
。
メ
ン
バ
ー

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
な
ど

が
分
か
り
合
え
た
と
思

う
」と
満
足
げ
に
語
っ
た
。

　

身
体
部
品
の
保
守
を
し

な
が
ら
も
「
飲
み
、食
う
、

語
る
」
は
健
在
。
問
題
意

識
と
批
判
精
神
は
旺
盛
で

あ
る
。
知
恵
も
さ
え
て
い

る
高
齢
者
の
活
躍
は
こ
れ

か
ら
の
モ
デ
ル
と
な
る
だ

ろ
う
。

（
石
河
亮
平
）

八
尾
中
央
産
業
ク
ラ
ブ
主
催

八
尾
中
央
産
業
ク
ラ
ブ
主
催

　
初
笑
い
セ
ミ
ナ
ー

　
初
笑
い
セ
ミ
ナ
ー

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

人
で
渦
巻
い
て
い
る
大
統
領
官
邸
か
ら
離
れ
、

マ
イ
ダ
ン
（
独
立
広
場
）
ま
で
歩
き
、
コ
ー
ヒ
ー

で
も
飲
ん
で
落
ち
着
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
カ
フ

ェ
に
入
っ
た
。

　

人
の
勢
い
に
圧
倒
さ
れ
て
、
菅
野
君
は
ま
だ
ぼ

ん
や
り
し
て
お
り
、
マ
グ
カ
ッ
プ
に
入
っ
た
コ
ー

ヒ
ー
を
両
手
で
抱
え
、
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
で
気
持

ち
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ニ
ー
ナ
は

疲
れ
た
よ
う
な
表
情
を
見
せ
て
お
り
、
レ
モ
ン
と

砂
糖
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
た
ア
ー
ル
グ
レ
ー
を
飲
み

な
が
ら
夫
に
も
た
れ
か
か
っ
て
い
る
。
タ
ラ
ス
社

長
だ
け
は
変
わ
ら
ず
落
ち
着
い
た
態
度
で
ブ
ラ
ッ

ク
コ
ー
ヒ
ー
を
啜
っ
て
い
る
。

　

以
前
の
私
は
菅
野
君
寄
り
だ
っ
た
が
、
今
で
は

タ
ラ
ス
社
長
寄
り
だ
。
オ
レ
ン
ジ
革
命
、
マ
イ
ダ

ン
革
命
を
経
て
私
の
軟
弱
な
精
神
も
鍛
え
ら
れ
た

も
の
だ
と
自
分
で
も
驚
く
。

　

言
葉
数
少
な
く
時
間
が
流
れ
る
。

　

突
然
、
隣
の
若

者
２
人
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
見
な

が
ら
騒
ぎ
出
し

た
。
ど
う
や
ら
テ

ヘ
ラ
ン
を
飛
び
立

っ
た
キ
エ
フ
行
き

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
際

航
空
７
５
２
便
が

撃
墜
さ
れ
た
と
い

う
。
乗
員
乗
客
１

７
６
人
全
員
が
死

亡
。

　

そ
の
話
が
聞
こ

え
、
こ
ち
ら
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
取
り
出
し
て

ニ
ュ
ー
ス
を
確
認
し
た
。
２
０
１
４
年
夏
の
マ
レ

ー
シ
ア
航
空
17
便
撃
墜
事
件
を
思
い
出
し
、
目
眩

が
し
た
。
乗
員
乗
客
２
９
８
人
全
員
が
死
亡
し
、

世
界
を
騒
然
と
さ
せ
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
も
の
だ

と
世
界
が
判
断
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
は

シ
ラ
を
切
り
通
し
、
有
耶
無
耶
の
ま
ま
今
に
至
っ

て
い
る
。

　

ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
た
タ
ラ
ス
社
長
の
表
情
が

一
気
に
曇
り
、
目
頭
を
押
さ
え
る
。
感
情
豊
か
な

ニ
ー
ナ
の
目
に
は
涙
が
溜
り
、
今
に
も
こ
ぼ
れ
落

ち
そ
う
だ
。

　

隣
の
若
者
が
腹
を
立
て
な
が
ら
ス
マ
ホ
画
面
に

向
か
っ
て
つ
ぶ
や
い
て
い
る
。

　
「
こ
れ
は
明
ら
か
に
イ
ラ
ン
が
手
を
下
し
た
も
の

だ
。イ
ス
ラ
ム
革
命
隊
の
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る

撃
墜
に
違
い
な
い
。イ
ラ
ン
は
シ
ラ
を
切
っ
て
い
る

が
、真
実
が
明
る
み
に
な
る
の
は
時
間
の
問
題
だ
」

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
142

ウクライナ国際航空752便撃墜

ウクライナ

第 7回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：2020 年９月必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1995 年４月２日～ 2005 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】2020年10月
　　　　　14時～17時30分
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

サ
ン
コ
ー
で
は
お
客
様
目
線
に
立
ち
、

品
質
・
施
工
・
ご
予
算
に
無
駄
の
な
い

プ
ラ
ン
を
ご
提
案
し
ま
す
。

サ
ン
コ
ー
で
は
お
客
様
目
線
に
立
ち
、

品
質
・
施
工
・
ご
予
算
に
無
駄
の
な
い

プ
ラ
ン
を
ご
提
案
し
ま
す
。

 物産株式会社

TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mai l  ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所
名古屋営業所
大阪営業所

和歌山営業所
福岡営業所

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフォームはもちろん、
畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。

「200年住宅リフォーム理念」一級建築士事務所

的
に
も
著
名
な
書
家
で
あ

る
正
川
子
葉
さ
ん
の
書
き

初
め
の
披
露
に
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

続
い
て
メ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
、
中
川
政
雄
さ
ん
が
語

る
抱
腹
絶
倒
の
「
お
笑
い

研
究
会
」
創
生
物
語
。
中

川
さ
ん
は
八
光
信
用
金
庫

勤
務
時
代
に
部
下
の
関
大

落
語
研
究
会
部
長
の
矢
野

　

八
尾
中
央
産
業
ク
ラ
ブ

（
小
林
文
美
代
会
長
）
が

40
周
年
を
記
念
し
て
、
１

月
18
日
プ
リ
ズ

ム
ホ
ー
ル
（
八

尾
市
光
町
２
）
で
賑
や
か

に
「
初
笑
い
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
株
式
会

社
大
阪
Ｃ
Ｍ
Ｏ
（
カ
ル

チ
ャ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

オ
フ
ィ
ス
）
文
化
学
院
代

表
取
締
役
で
あ
り
、
国
際

　

現
在
は
Ｊ
Ｒ
八
尾
駅
前

に
寄
席
小
屋
「
喜
楽
亭
」

を
設
立
、
ザ
・
ぼ
ん
ち
の

里
見
ま
さ
と
さ
ん
を
名
誉

席
亭
に
迎
え
て
、
席
亭
と

し
て
お
笑
い
の
伝
道
師
と

し
て
多
忙
な
日
々
を
送
っ

て
い
る
。

　

演
芸
の
部
は
尺
八
と
民

謡
の
名
人
コ
ン
ビ
、
砂
一

八
（
ス
ナ
イ
パ
ー
）
＆
芋

野
が
「
淀
川
三
十
石
船
」

他
の
楽
曲
で
楽
し
ま
せ
て

く
れ
た
。
ま
た
、
落
語
家

の
桂
三
象
さ
ん
が
、
洒
脱

な
噺
と
軽
妙
な
踊
り
で
笑

さ
ん
と
お
笑
い
研
究
会
を

立
ち
上
げ
る
。
周
り
の
嘲

笑
や
迫
害
に
も
め
げ
ず
、

や
が
て
お
笑
い
研
究
会
の

活
動
は
関
西
テ
レ
ビ
で
紹

介
さ
れ
、
つ
い
に
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現

代
」
に
中
川
さ
ん
が
招
か

れ
た
。
も
う
周
り
は
手
の

ひ
ら
返
し
、
あ
と
は
順
風

満
帆
に
突
き
進
ん
だ
。

い
と
拍
手
を
集
め
て
い

た
。
さ
ら
に
、
講
談
師
の

旭
堂
小
南
陵
さ
ん
が
「
秀

吉
出
世
物
語
」
つ
な
が
り

で
「
決
し
て
諦
め
て
は
い

け
な
い
、
や
っ
て
で
き
な

い
こ
と
は
な
い
」
精
神
で

講
談
小
屋
「
此
花　

千
鳥

亭
」（
大
阪
市

此
花
区
梅
香
３

―
20
―
17
、
☎
06
―
７
７

０
８
―
０
７
５
４
）
を
ほ

と
ん
ど
Ｄ
Ｉ
Ｙ（
手
作
り
）

で
作
り
上
げ
た
苦
労
話
を

面
白
お
か
し
く
語
っ
た
。

講
談
は
面
白
い
、
千
鳥
亭

に
行
っ
て
み
た
く
な
っ

た
。

（
小
川
秀
人
）

お笑いの伝道師、中川政雄さん

書き初めを披露する正川子葉さん

身振り手振りで熱演する旭堂小南陵さん

笑
い
は
健
康
の
も
と
、セ
ミ
ナ
ー
は
爆
笑
の
渦
！

爆笑！スーパーライブ 2020
あれから 40年～　　　　　　　　　　　
中高年の皆様を笑いの渦に巻き込みます！

日　程　令和２年（2020年）３月 15日（日）
　　　　14：00～開演（13：00開場）
会　場　八尾プリズムホール
参加費　S 席 5,800 円　A席 5,300 円（※18歳未満は入場不可）
お問い合わせ　プリズムホール(八尾市文化会館) 1階チケットカウンター

綾小路きみまろ

　

１
月
は
八
尾
市
各
種
団

体
の
新
年
会
が
開
か
れ
た
。

　

八
尾
交
通
安
全
協
会

（
石
井
多
聞
会
長
）、
八
尾

事
業
所
防
犯
協
会
（
梶
田

安
彦
会
長
）、
近
畿
警
察

官
八
尾
地
区
友
の
会
（
楠

本
正
行
会
長
）
の
合
同
新

年
懇
親
会
は
１
月
８
日
に

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
グ
ラ
ス

ミ
ア
大
阪
（
大
阪
市
浪
速

区
湊
町
１
）で
開
か
れ
た
。 　

牧
江
さ
ん
は
商
業
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
す
る

傍
ら
、
写
真
家
と
し
て
高

安
の
野
山
の
写
真
を
撮
り

続
け
、
平
成
７
年
に
写
真

集
「
高
安
の
里
」（
ア
ト

リ
エ
ア
ー
ル
）
を
出
版
し

た
。

　

そ
れ
以
降
も
、
八
尾
市

か
ら
の
依
頼
で
八
尾
の
風

景
を
撮
影
し
続
け
る
。
作

品
は
、
ア
リ
オ
八
尾
（
八

尾
市
光
町
２
）
に
あ
る
Ｆ

Ｍ
ち
ゃ
お
の
ス
タ
ジ
オ
横

（
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
）

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
写

真
の
端
に
印
刷
さ
れ
た

「
八
尾
の
魅
力
」
の
ロ
ゴ

は
、
な
ん
と
牧
江
さ
ん
の

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
。
八
尾

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
る

の
で
、
見
覚
え
の
あ
る
読

者
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

玉
祖
神
社
の
提
案
で
、

常
設
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
元
旦

に
完
成
。
２
階
建
て
で
、

牧
江
さ
ん
の
写
真
が
び
っ

し
り
飾
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
中
に
い
る
と
、
夢
の
世

界
で
漂
う
感
覚
に
襲
わ
れ

る
。
そ
ん
な
不
思
議
な
空

間
だ
。

　

今
年
は
新
年
会
の
前

に
、
八
尾
警
察
署
が
特
殊

詐
欺
に
つ
い
て
の
現
状
と

防
犯
カ
メ
ラ
の
必
要
性
を

説
明
し
た
。
多
種
多
様
な

現
代
の
犯
罪
を
防
ぐ
に

は
、
八
尾
市
内
に
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
形
式
の
防
犯
カ
メ

ラ
（
１
台
35
万
円
）
を
一

挙
に
１
０
０
０
台
取
り
付

け
る
必
要
が
あ
る
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ク
タ
ー
を
使
い
な

が
ら
具
体
的
に
分
か
り
や

す
い
説
明
が
な
さ
れ
、
参

加
者
は
大
き
く
頷
い
て
い

た
。
八
尾
市
の
財
政
で
全

て
を
賄
う
こ
と
は
で
き

ず
、
ほ
と
ん
ど
を
市
民
や

企
業
の
寄
付
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
。「
か
ん
ば
れ

八
尾
応
援
寄
附
金
」
と
題

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
し

て
呼
び
か
け
て
い
る
。
詳

し
く
は
八
尾
市
役
所
危
機

管
理
課
（
☎
０
７
２
―
９

２
４
―
３
８
１
７
）
へ
。

　

八
尾
火
災
予
防
協
会

（
大
久
保
八
城
会
長
）
の

新
年
懇
親
会
は
１
月
15
日

に
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル

大
阪
（
大
阪
市
天
王
寺
区

上
本
町
６
）で
開
か
れ
た
。 　

「
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
た
め
、
自

助
・
共
助
・
公
助
が
必
要

で
す
」
と
大
久
保
会
長
は

力
強
く
訴
え
た
。

　

八
尾
市
女
性
団
体
連
合

会
・
八
尾
市
消
費
問
題
研

究
会
・
八
尾
市
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
関
西
消
費
者
連
合

会
・
主
婦
連
合
会
大
阪
支

部
（
い
ず
れ
も
⻆
田
禮

子
会
長
）
が
１
月
23
日

に
八
尾
市
文
化
会
館
プ

リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
（
八
尾

市
光
町
２
）
で
開
か
れ

た
。

　
「
安
全
・
安
心
の
八

尾
市
を
次
の
世
代
へ
つ

な
げ
た
い
」
と
角
田
会

長
は
挨
拶
の
中
で
述
べ

た
。

常設ギャラリー 玉祖神社に完成常設ギャラリー 玉祖神社に完成
郷土写真家 郷土写真家 牧江良祐さん牧江良祐さん

　

大
阪
平
野
を
一
望
で
き
る
玉た

ま
の
お
や祖
神
社
（
八
尾
市

神
立
５
―
５
）
の
境
内
に
、
郷
土
写
真
家
牧
江
良

祐
さ
ん
（
79
）
の
常
設
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
完
成
し
た
。

玉祖神社の境内に完成した常設ギャラリー

八
尾
市
各
種
団
体
が
新
年
会
を
開
催

八
尾
市
各
種
団
体
が
新
年
会
を
開
催

大久保八城会長 梶田安彦会長

⻆田禮子会長

石井多聞会長

楠本正行会長

日　程 名　　　称

２月７日㈮ 議会運営委員会

２月12日㈬ 議会運営委員会

２月21日㈮ 本会議（第１日）

２月25日㈫ 本会議（第２日）

２月26日㈬ 本会議（第３日）

２月27日㈭ 本会議（第４日）
予算決算常任委員会（全体会）

２月28日㈮ 本会議（予備日）

３月２日㈪ 本会議（予備日）

３月５日㈭
　　６日㈮

保健福祉常任委員会
予算決算常任委員会（保健福祉分
科会）

３月９日㈪
　  10日㈫

文教常任委員会
予算決算常任委員会（文教分科会）

３月11日㈬
　　12日㈭

建設産業常任委員会
予算決算常任委員会（建設産業分
科会）

３月13日㈮
　　16日㈪

総務常任委員会
予算決算常任委員会（総務分科会）

３月19日㈭ 予算決算常任委員会（全体会）

３月25日㈬ 議会運営委員会

３月26日㈭ 本会議（第５日）

八
尾
市
議
会  

３
月
定
例
会
の
日
程

（
予
定
）

　

足
腰
が
痛
い
、
血
圧
や

血
糖
の
数
値
が
高
い
、
飲

む
薬
の
種
類
も
多
い
…
。

平
均
年
齢
74
歳
の
元
企
業

戦
士
12
人
が
岸
和
田
市
大

沢
町
１
１
５
８
の
牛
滝
山

温
泉
四
季
ま
つ
り
に
集

ま
っ
た
。
出
身
は
異
な
る

が
海
外
駐
在
経
験
の
豊
か

な
元
サ
ム
ラ
イ
た
ち
だ
。

「
タ
コ
つ
ぼ
」
交
流
を
嫌

い
多
様
性
や
異
文
化
を
尊

重
し
て
「
学
ぼ
う
か
い
」

と
呼
び
か
け
る
。
モ
ッ

ト
ー
は
「
教
養
と
健
康
と

興
味
」
の
３
Ｋ
。
京
都
、

八
尾
の
歴
史
散
策
や
ジ
ャ

ズ
ラ
イ
ブ
、
絵
画
展
な
ど

の
後
に
飲
む
と
い
う
「
学

ぼ
う
か
い
」
の
令
和
元
年

記
念
を
密
着
取
材
し
た
。

12
月
20
日
午
後
Ｏ
ｎ
ｏ

Ａ
ｋ
ｉ
さ
ん
の
歌
謡
ス

テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
だ
後
、

東
大
阪
新
聞
12
月
15
日
号

を
一
読
し
意
見
交
換
。
な

か
で
も
、
ト
ッ
プ
記
事
の

プ
ラ
ご
み
問
題
の
関
心
は

高
く
、
ほ
と
ん
ど
が
マ
イ

バ
ッ
グ
や
マ
イ
ボ
ト
ル
を

持
っ
て
い
る
。
市
指
定
の

ご
み
袋
の
有
無
や
分
別
の

仕
方
な
ど
に
つ
い
て
「
市

の
指
定
袋
で
な
い
と
ダ

メ
」「
透
明
な
袋
で
あ
れ

ば
よ
い
」
と
様
々
な
自
治

体
。
費
用
負
担
に
も
疑
問

を
呈
し
て
い
た
。
さ
ら
に

河
川
敷
や
勝
浦
海
岸
の
廃

プ
ラ
と
流
木
、
公
園
の
放

置
ご
み
な
ど
を
報
告
。

　

亀
岡
市
条
例
の
よ
う
に

強
制
力
が
必
要
な
こ
と
、

自
分
た
ち
が
使
わ
な
い
、

減
ら
す
、
考
え
工
夫
す
る

こ
と
だ
と
意
見
が
一
致
し

た
。

　

神
戸
に
住
む
小
学
４
年

の
孫
が
「
学
校
へ
行
く
の

は
イ
ヤ
だ
。
先
生
は
先
生

で
は
な
い
」
と
い
う
話
題

で
は
シ
ョ
ッ
ク
が
広
が
っ

た
。
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
通

り
の
先
生
方
の
対
応
。「
も

は
や
指
導
者
で
は
な
い
。

教
頭
や
校
長
、
教
育
委
員

会
に
意
見
を
具
申
す
れ
ど

も
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン
な

し
」の
体
験
が
語
ら
れ
た
。

教
員
の
劣
化
と
教
育
委
員

会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
存
在
意
義

に
も
及
ん
だ
。

　
「
あ
ま
り
じ
い
さ
ん
が

騒
ぐ
と
孫
が
い
じ
め
ら
れ

る
よ
」
と
の
声
に
、「
実

は
そ
こ
で
困
っ
て
い
る
。

意
見
を
聞
き
た
か
っ
た
」

と
明
か
し
た
。

　

定
年
後
に
水
彩
画
を

始
め
た
人
、「
健
康
・
環

境
・
教
育
」
が
大
切
だ
と

子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か

せ
を
始
め
る
人
、
区
内
の

老
人
会
や
防
犯
委
員
会
な

ど
で
多
忙
な
人
、
廃
プ
ラ

と
教
育
の
問
題
は
「
自
分

さ
え
よ
け
れ
ば
と
い
う
自

分
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
指
摘

す
る
人
…
。
元
米
国
在
住

者
は
「
ブ
ラ
ン
コ
の
よ
う

に
左
か
ら
右
に
振
り
き
れ

て
い
る
。
美
し
い
日
本
の

倫
理
感
も
お
か
し
く
な
っ

た
」
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

弊
害
を
述
べ
た
。

　

奈
良
市
在
住
の
山
田
和

紘
さ
ん
（
76
）
は
「
素
敵

な
Ｏ
ｎ
ｏ
Ａ
ｋ
ｉ
さ
ん
の

ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
、
プ
ラ
ご

み
等
環
境
問
題
に
関
心
を

持
つ
こ
と
の
大
事
さ
を
学

ん
だ
後
、
忘
年
会
・
二
次

会
、
翌
日
は
お
寺
、
滝
ま

で
散
歩
と
盛
り
だ
く
さ
ん

で
、
年
金
生
活
者
に
と
っ

て
こ
ん
な
に
コ
ス
ト
パ
ー

フ
ォ
マ
ン
ス
の
高
い
忘
年

会
は
経
験
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
」。
幹
事
の
出

口
博
文
さ
ん（
70
）は「
い

つ
も
馬
鹿
話
ば
か
り
だ

が
、
今
日
は
ま
じ
め
な
話

で
盛
り
上
が
り
、
よ
か
っ

た
で
す
。
問
題
提
供
者
の

東大阪新聞を読むメンバー

ボーカリストOno Aki さん（右から４人目）を囲んで

牛滝山大威徳寺境内奥の牛滝渓谷（一の滝）

「
学
ぼ
う
か
い
」が
東
大
阪
新
聞
を
読
む

足
腰
痛
む
も
好
奇
心
旺
盛
な

元
企
業
戦
士

自らデザインした「花づくりの里」
のパンフを持つ牧江良祐さん
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